
村松農場の気象について　

農学部附属農場（村松）　

石本光明　

はじめに

農場の気象観卿は、業務の傍ら昭和56年から気温・湿度・雨量ー降雪・積雪などを測定

している。その方法は、気温・湿度・雨量はゼンマイ式の一週間巷で行い、降雪量は籍尺

を利用し日曜、祭日に関係なく雪の降るたびに、農場へ行き、計測している。冬はわたし▲

にとって、忙しいシーズンでもある。そんな中で今回の技祷報告では雪について計測結果

から得られた2・3の知見と農場の牛にとっては大事な食料（牧草の乾燥）作りを天気と

からめて数年まえにまとめたことを少し紹介したい。

（D過去の豪雪

まず、雪については私達がよく暖冬とか豪雪とかよく聞くことであり、気温の状況や降

った雪が多く積もるか少ないかで判断しているが、このようなことを毎日の観測からグラ

フにして見るとその年の冬の状況が分かってくる。（図－1過去の豪雪年との比較）たと

えば、豪雪というと38豪雪を思い浮かべるが、この時の特徴はグラフをみると分かるよう

に、正月から降り初めて大寒の頃まで一気に降り棟もり257c皿と最深積雪を記録した。機

械力も乏しい時代でもあったが、除雪が間に合わず生活道路は雪にすっぽり埋まり、自衛

隊の出動までも余儀なくされた。しかし、降雪累計でみると昭和60年の量よりも約70cmは

ど少なく、250cm以上も積もったのにも関わらず、累計が少ないことがわかる0いわゆる

ドカ雪型と言える。一方、記憶に新しい60年の時をみると12月中旬頃から降り初めて1月

上旬に最深積雪で175cmを記録し、36年と同じ傾向で寒気が頻繁に繰り返し雪を降らせ、

降雪累計では829cmと最も多くなった0いわゆる少量長期型の冬といえる0この年は農場

にとって果樹園が大被害をうけ、とくに棚仕立てになっている樹齢数十年も経ている梨や

ぶどうがほとんど全滅してしまった。また、屋根の雪下ろし作業もはとんどの家が2回行

い、農場の管理棟（鉄筋コンクリート）までも危険積雪を越えたため、全職員で雪降作業

をするほどになった。

②村松農場における気象条件と乾草調製について

目的

農場では乳牛に対する粗飼料はサイレージを中心とした体系となっている0（63年当

時）しかし、サイレージの質的、量的不安定による乳量への影響が生ずる場合がある0そ

のため、一定量の乾草生産が必要となる0しかし、サイレージのための予乾と異なり、何

日かの連続した時日数が必要で、天候の制約を一層大きく受けることになる0そこで、農

場七計測されている気象データから連続無降雨日についての集計を試み、当農場での乾草

作りの可能性と問題点について検討した0
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集計の方法

当農場の 気象観測記録は昭和56 年 - 62 年まで の 7 年間に つ い て今回の課題と した牧草収

穫期を考慮して ､ 5 月 - 1 0月の無降雨日を集計することに した｡

晴､ 曇等の記載や日射等の 観測はされていない ので ､ 天候の程度等は考慮せず ､ 降雨か

らの み集計､ 雨量計の最小読み取り億である0 . 5 m 皿 未滞を無降雨日とした｡ 今回の 目的が

乾草調製と いうところから､ 集計に当た っ て は､ 1 0 - 20 m m の 降雨があ っ た時は翌日無降雨

日であ っ ても無降両日として集計せず､ また､ 20 皿m以上の 降雨の 場合は､ 次の 2 日間を除

くことと した ｡ 連続無降雨日が月をまたがる場合 ､ 内数の多い 方の月に入れ て集計を行 っ

た ｡

結果

7 年間の平均日数をその連続無降雨日数で 除した億を､ その月 に出現する回数と して示

した｡ 例えば､ 5 月の 4 日連続して降雨のない 日は12 . 3 日あり､ その機会は3 . 1 回あると

いうことに なる｡ 同様に 6 月の場合12 . 1 日で3 . 0 回とはぼ 5 月と変わりないが ､ 変動係数

で 5 月が57 96 ､ 6 月のそれが4296 と6 月の方が安定して いる ことになる｡ 4 日連続 に着日

すると 7 月 ､ 9 月､ 10 月と少なくなり､ 8 月の 回数確率が最も高く､ 15 . 6 日 ､ 3 . 9 回とな

っ て い る (義 - 1 ) . この月間出現回数を連続日数との 関係で グラ フ に示したの が図 - 2

である ｡

考察

降雨か らの み見た場合､ 予想されたことであるが入梅前 の 5 月 ､ 6 月 ､ 梅雨明け後か ら

8 月に比較的乾草調製に必要な連続無降雨日が多いことが わか っ たが､ 牧草の生育 ス テ ー

ジとの 関係があり､ 必ずしも刈取り適期が天気の続く時期に合致すると は限らな い ｡ すな

わち､ 刈取り時期の目標を定めた肥培管理と言うものが可能であるならば考慮する必要が

あると考える｡
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表 -

1 過 去 7 年≡間 の 連轟売≠群 肺 日 と 出 現 回 数

i 遵 長 無 降 雨 日 放

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ” 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 Zl

5

月

平 均 日 放 17 .7 16 .8 15 .4 11 3 9 .6 6 . 0 4 . 3 4 .3 3 ,I 1 .9 L 9 1 .9 i .9

変動俵鼓% 16 18 25 57 69 73 1 20 120 162 245 245 245 245

月河出卵 鼓 lT . T 8 . 4 5 .1 l l 1 .9 ･ l . 0 0 . 6 0 .5 0 .4 0 . 2 0 . 2 0 . 2 0 .1

6

月

平 均 日 放 16 . 7 15 . 0 .13 .9 12 . I 9 .3 7 .i 6 . 3 5 .3 4 . I 4 . 1 4 . I
4 .1 乙4 乙4 乙4 乙4 乙4

変動係数好 23 34 32 42 72 108 129 159 161 161 161 161 24 5 24 5 245 245 245

月間出郷 放 16. 7 7 .5 4 .5 1 0 1 .9 1 .2 0 . 9 0 . T 0 . 5 0 .4 0 .4 0 .4 0 .2 0 .2 0 .2 0 . 2 0 .1

7

月

平 均 日 放 13 .4 ll .7 10 . 0 9 .I 6 . 9 5 . 6 5 .4 5 .4 4 . 9 4 .9 4 .9 I .丁

変動係鼓?S 刀 35 59 62 86 93 89 89 116 116 116 245

月河出卵鼓 1ま4 5 .9 3 . 3 乙3 I. 4 0 .9 0 . 8 0 .7 0 . 5 0 .5 0 .4 0 . 1

8 平 均 日放 1a 6 l&6 17 .4 15 .6 13 . I 13 .1 ll .3 g .3 & l 8 . i 8 . I & 4 10 . 0 & 1 & 1 8 . i 5 .9 巳g a 3 1 3 3 .3 3. 3 3.3

係鼓% 2B 刀 節 46 62 62 89 ul 132 132 132 129 142 1 78 17名 178 245 245 245 245 245 245 245

月 月河出卵故 19 .6 9 .3 5 .8 3 .9 乙6 2 . 2 i .6 1 . 2 0 .9 0 . 8 0 . 7 0 .7 0 . 8 0 . 6 0 . 5 0 . 5 0 .3 0 .3 0 . 2 0 .2 0 .2 0 .2 0.I

9

月

字 句 日放

変動係鼓%

月冊朗唱鼓

11 4

4 2

la ヰ

11 6

48
6 .3

9 .1
4 9

3 .1

了.4

48
i .9

6 .3

54

1. 3

6 . 0

4 6

I . 0

3 . 4

119
0 .5

1 . 4

2y)

0 . 2

i .4

25)

0 . 2

1. 4

25 )

0 .I

1 0

. 月

平 角 日 放

変動係鼓9i

月打出卵鼓

11 4

4 0

比4

9 .6

64

4 .8

7 .3

92

乙4

4 .丁

lu

I .2

3. 6

144

0. 7

2 . 4

162

0 .4

2 .4

162

0 .4

I .4

29)

0 .2

l .4

25)

0 .2

I .4

2瓢

0 .1
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